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研究成果の概要（和文）：マサイはアフリカに暮らす民族のなかでも世界的に広く知られる民族だが、今なお伝
統に強くこだわる人びとというイメージが根強い。実際には、マサイの人びとは西洋的・近代的な開発も積極的
に受容している。その一方で、外部者が抱くイメージを理解し、それに沿った言動を取ることで開発援助を始め
とする恩恵に預かろうとしてもいる。本研究ではそうしたマサイの人たちの振る舞い、すなわち「ポジショニン
グス」について、マサイ・オリンピックというスポーツ・イベントを事例として調査した。その結果、マサイの
人たちの「ポジショニングス」の実践は多様性を増しているが、便益の獲得には必ずしもつながっていない事実
を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The Maasai are one of the most globally known ethnic groups in Africa, but 
their image is still being a people strongly attached to their tradition, not accepting modern 
development. In reality, the Maasai people are actively adopting themselves to Western and modern 
development. On the other hand, they understand the image of Maasai that outsiders have of them and 
try to benefit from development assistance by saying and doing things in accordance with that image.
 In this study, I investigated such behavior, or "positions," of the Maasai people in southern Kenya
 using the sport event of the Maasai Olympics  as a case study. Consequently, it was revealed that 
the practice of "positioning" by Maasai people has been increasing in diversity, but it has not 
necessarily led to the acquisition of benefits as they expect.

研究分野： アフリカ地域研究、環境社会学、開発社会学

キーワード： マサイ　表象　伝統　ポジショニング　マサイ・オリンピック　ケニア

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
この研究はマサイを事例として、アフリカの少数民族が自分たちが今日の世界で外部者にどのように見られ、イ
メージされているのかという事実を理解しているだけでなく、それを活用して自らの生活や社会をよりよいもの
にしようと行動している事実と、そうした行動がグローバルな情報や資本の流れの中で意図したような結果につ
ながらない事実とを明らかにしている。これはつまり、アフリカ社会はグローバルな変化の中で能動的に行動す
る潜在力を秘めてはいるものの、グローバルな仕組みに従属せざるを得ない側面も大きいことを示している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

 
マサイは東アフリカの乾燥・半乾燥地域に暮らす牧畜民であり、今日まで「伝統的」なアフリ

カを象徴する民族と見なされ、「アフリカ＝マサイ＝伝統」というイメージはグローバルに共有
されてきた。 
そうしたマサイに関して注目されるようになっているテーマとして、グローバルなレベルに

おける戦略的で積極的な伝統の表象というものがある。1970 年代の時点でマサイは、白人観光
客を喜ばせるために偽りの伝統を表象および実践していた。当時において、それはあくまで観光
の場に限られる実践であった。その後、国際的な先住民の権利運動に携わるマサイの女性が、グ
ローバルな注目と支援を集めるため、その時々の状況に応じて臨機応変にマサイの表象を変化
させていることが研究によって明らかになった。そして、表象を戦略的に操作するその行為は
「ポジショニングス（positionings）」という言葉で表現された。ここにおいて、マサイの人々は
グローバルなネットワークに接続するようになっただけでなく、グローバルに「正しい」とされ
る言説の内容を理解し、その言説に沿った偽りの「マサイの正しい伝統」をグローバルなメディ
アをつうじて積極的に発信することで、自分たちが置かれている苦境を克服しようとするよう
にまでなっていることが示された。 
このようにマサイが「ポジショニングス」を実践している事実が明らかとなったわけだが、先

行研究の分析対象は限定的であった。すなわち、そこで対象となっているのは、国際会議にマサ
イを代表して出席し、マサイのイメージについて民族の代表者として発言をすることができる
知的・政治的なエリート層である。それに対して申請者は、ナショナル・グローバルな主体によ
って野生動物保全の取り組みが進められているケニア南部のマサイ社会を事例として、教育歴
も高くなく国際的な経験もネットワークも持たないようなマサイの人びとであっても、「ポジシ
ョニングス」と呼び得る実践をしていることを明らかにした。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、アフリカを象徴する民族として国際的な開発援助の対象となるだけでなく
グローバルにイメージが流通しているマサイを事例として、いかにアフリカの人や社会が様々
な形で「ポジショニングス」を実践し、自らの生活や社会をよりよいものにしようと能動的に行
動しているかを明らかにするとともに、そうした試みが今日の世界にあってどのような結果を
生み出しているのかを検討することで、アフリカ社会の潜在力を再考することである。 
 
 
３．研究の方法 
 
 本研究では「ポジショニングス」を分析する事例として、環境 NGO が開催をしているスポー
ツ・イベントであるマサイ・オリンピックを主には取り上げる。このイベントに関連して、主催
者である NGO がインターネットを通じて、ならびにイベントの現場においてどのようにマサイ
を対外的に表象しているのかをフィールドワークに基づき明らかにする。また、マサイの人びと
がマサイ・オリンピックに関連して、自分たちマサイをどのような存在として対外的に説明し、
「マサイの正しい伝統」というものをどのように説明しているのか、イベントを主催する環境
NGO によるマサイの表象についてどのような考えを持っているのかという点についても、フィ
ールドワークによってマサイの人びとの考えに迫るとともに、マサイ・オリンピックの当日の様
子を観察し、また、マサイ・オリンピックに参加してきたマサイの青年たちを対象としてインタ
ビューを行なうこと通じて明らかにする。そうして得られた情報に基づき、マサイの人びとがど
のような「ポジショニングス」を行なっているのか、また「ポジショニングス」によって何を目
指しているのかを把握し、先行研究との比較も交えて分析するとともに、その結果としてマサイ
の人びとが期待しているような成果が上がっているのかも検討する。 
  
 
４．研究成果 
 
 マサイ・オリンピック（the Maasai Olympics）とは、ケニア南部アンボセリ（Amboseli）地
域で活動する環境 NGO「ビッグ・ライフ・ファウンデーション（Big Life Foundation：BLF）」
が、「スポーツを通じた保全（conservation through sport）」として 2012 年から隔年で開催し
ている陸上競技大会である（2020 年に予定されていた第 5 回大会は新型コロナ感染症のため
2021 年に延期）。アンボセリ地域はアフリカを代表する野生動物観光の目的地であり、また半遊
動的な牧畜を主な生業としてきたマサイが、数百年にわたり野生動物と共存をしてきた場所で



ある。 
マサイ社会にはライオン狩りの文化がある。伝統的にライオン狩りは、成人儀礼を経験した青

年階梯の人びとが集団で行なう行為であり、ライオンに一番槍を刺すことで終生まで誇ること
ができる名誉を獲得することができた。一方、ライオンは絶滅が危惧される種の一つであり、グ
ローバルな野生動物保全の運動の中で大きな関心と支援を集める存在でもある。BLF はライオ
ンの絶滅を防ぐためにマサイ社会からライオン狩りを廃絶することが必要であると主張し、そ
のために青年たちが互いに競い合いながら集団で行なってきたライオン狩りに代わる競争と名
誉獲得の機会として、マサイ・オリンピックを開催している。 
マサイ・オリンピックはアンボセリ地域のマサイの青年たちを対象とし、BLF は彼らを「戦

士（warriors）」と呼ぶ。そして、アンボセリ地域に伝統的に 4 つの「戦士集落」が設けられて
きた時、BLF はマサイ・オリンピックをそれら 4 つの集落の間の対抗戦の形で開催してきた。
こうした点に基づいてか、BLF はマサイ・オリンピックを「伝統的な戦士の技能に基づくマサ
イの組織的なスポーツ競技会」であると説明してきた。マサイ・オリンピックには短距離走、長
距離走、槍投げ、棍棒投げ、高跳びの 5 種目があり、各種目の成績上位者と全種目を通じて最も
優れた成績を収めた集落には賞品・賞金が与えられる。当日は地域内外から訪れた多数の観客と
ともに盛り上がり、「戦士」たちも大会の継続と参加を熱望する。その様子は BLF が作成した公
式ウェブ・サイトに加え、欧米だけでなく中東やアジアを拠点とする数多くの国際メディアによ
って報じられてきた。そして回を重ねる中では大口のスポンサーも賞金の総額も増えている。 

BLF がマサイ社会との一体性を強調するのに対し、「戦士」たちはマサイ・オリンピックを
BLF が「ホスト」として主催するイベントと捉え、自分たちはそれに「ゲスト」として参加し
ているにすぎないと考える。すなわち、BLF はインターネット上にマサイ・オリンピックの公
式ウェブ・サイトを作成しているが、そこにおいてだけでなく大会の中で主催者として挨拶をす
る際にも、マサイ・オリンピックがマサイ社会からの発案であり、マサイの人たち自身がライオ
ンを保全するためにライオン狩りを止めることを決意したのであって、BLF はそうした地域か
らの要望に応えているだけだと説明する。しかしその一方で、BLF は地域コミュニティとの間
に保全の便益の分配をめぐって軋轢を抱えており、2018 年には「戦士集落」の一つの参加が不
可能となった。この時、BLF は伝統的な「戦士集落」とは無関係なチームを急造し、それを参
加させることで 4 チームの対抗戦という大会のフォーマットを維持した。これはマサイの伝統
に根差さないが、そうした事情を対外的には一切説明をしなかった。また、会場のレイアウトも
BLF が招待をした部外者の鑑賞のしやすさを有するように変更されており、その結果、地元の
マサイの人たちは競技の様子を見ることができなくなり、以前のように選手と一緒になって盛
り上がることができなくなってもいた。このように BLF は、マサイ・オリンピックがコミュニ
ティ・ベースであることを事あるごとに強調しているのだが、実態としては自分たちの都合のい
いようにマサイの伝統を表彰していた。一方、マサイの人びとは BLF がマサイの伝統や現状に
そぐわない選択をしても問題視しないでいた。その理由としては、マサイ・オリンピックに自分
たちがオーナーシップを持っているという意識が欠けている点が指摘できる。参加者は賞金の
増加や発言の機会など要望はいくつも持っているが、マサイ・オリンピックは BLF のイベント
だと考えているので、そうした期待が叶わなくともイベントそれ自体を開いてくれることにつ
いては肯定的に捉えていた。とはいえ、自分たちが享受できる便益が大きくなることを期待して、
マサイの人びとは BLF やマサイ・オリンピックを支援するスポンサーに対しては、彼ら彼女ら
が期待する通りの言動を見せてもいる。しかし、それによって期待した通りに便益が増大しては
おらず、あくまで BLF を含めた部外者の満足度のみが高まる結果となっている。 
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